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きるようにした。 
 最後に提案手法でどの程度の肌の情報が獲得でき
るかを調べた。この計測で得られた肌の情報から実
際の人間を色再現ディスプレイ(EIZO Color Edge)
上でCG再現し、実際の人間の肌の色と比較して、提
案手法の精度を調べた。この実験では視覚的な検証
ではなく、分光放射輝度計を用いて提案手法の再現
画像と実際の肌の状態の色差を定量的に計測して検
証する。その結果を踏まえて、皮膚表面の情報から
わかる肌表面状態とモデルとの物理的な対応を調べ、
そこから様々な肌表面上の問題などを推定できるよ
うにした。 
 本年度は、提案手法を試行的に化粧品解析に応用
した。ここでは、いくつかのメーカーのファンデー
ションを人の肌に塗布した場合の3次元的な反射特
性の違いを明らかにした。実際の人間を対象に素肌
とファンデーションを塗布した肌、あるいは製品ご
との反射特性の違いを定量化することができた。 
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